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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、最近の業績の動向等を踏まえ、2019 年 10 月 25 日に公表した業績予想を下記の通り

修正いたしましたので、お知らせいたします。 

記 

１.業績予想の修正について 

2020 年３月期通期連結業績予想数値の修正(2019 年４月 1 日～2020 年３月 31 日) 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する当期

純利益 

1 株当り 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 

前回発表予想 (Ａ) 4,300 135 180 140 93.25 

今回発表予想 (Ｂ) 4,500 200 260 220 146.54 

増減額 (Ｂ)－(Ａ) 200 65 80 80 ― 

増減率   (％) 4.7 48.1 44.4 57.1 ― 

(ご参考)前期実績 

(2019 年 3 月期) 
4,426 43 112 143 95.46 

 

２.修正の理由 

2020 年３月期通期の連結売上高は、これまでの国内景気の底堅さに支えられ、ばら貨物の

荷動きと液体貨物タンクの稼働が好調に推移してきたことなどから、前回発表予想を上回る見

込みです。ただし、第４四半期は、ばら貨物の荷動きが国際情勢の混迷を反映、やや低調に推

移する見込みであること、設備拡張のための修繕設備費などが増加すること、食材加工施設増

設に関連する費用が見込まれることなどから、第４四半期の業績は、これまでと比べ厳しくな

るものと予想しております。この結果、2020 年３月期通期の営業利益、経常利益、親会社株

主に帰属する当期純利益は、第３四半期連結累計期間の実績値をやや下回る見込みであります

が、前回発表予想の数値は、上回る見込みです。 

 
(注)上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実

際の業績は、今後の様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 
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